
　

通
常
総
代
会
に
は
総
代
５
０
０
名
の

う
ち
、
実
出
席
２
４
１
名
、
書
面
議

決
２
３
５
名
、
委
任
状
２
名
の
合
計

４
７
８
名
が
出
席
。
は
じ
め
に
石
山
組

合
長
が
、「
安
倍
内
閣
の
政
策
で
景
気

が
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
く
も
の
と
期

待
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
実
感
で
き

る
状
況
で
は
な
い
。
む
し
ろ
農
業
に

と
っ
て
は
、
円
安
で
飼
料
や
燃
油
、
肥

料
な
ど
資
材
価
格
が
高
騰
し
、
先
行
き

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
政
府
の
規
制
改
革
会

議
は
５
月
、農
業
委
員
会
等
の
見
直
し
、

農
業
生
産
法
人
の
見
直
し
、
農
業
協
同

組
合
の
見
直
し
、な
ど
を
柱
と
す
る「
農

業
改
革
に
関
す
る
意
見
」を
発
表
し
た
。

　

と
り
わ
け
農
業
協
同
組
合
の
見
直
し

で
は
、
中
央
会
制
度
の
廃
止
や
全
農
の

株
式
会
社
化
、
単
協
に
お
い
て
は
、
信

用
事
業
や
共
済
事
業
の
事
業
移
管
を
内

容
と
す
る
、
専
門
家
・
健
全
化
の
推
進
、

准
組
合
員
の
事
業
利
用
を
制
限
す
る
組

合
員
の
在
り
方
、
な
ど
と
い
っ
た
内
容

で
あ
る
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
規
制
改
革
会

議
の
意
見
は
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
解
体

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
断
じ
て
受

け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、

政
府
・
与
党
国
会
議
員
な
ど
へ
の
要
請

活
動
を
続
け
て
き
た
。
規
制
改
革
会
議

の
答
申
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
要
請
を

踏
ま
え
た
、
与
党
案
を
踏
襲
し
た
内
容

と
な
っ
た
が
、
今
後
５
年
間
を
農
協
改

革
集
中
推
進
期
間
と
明
記
す
る
な
ど
、

今
後
に
問
題
を
先
送
り
す
る
結
果
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
交
渉

を
牽
引
す
る
日
米
両
国
の
協
議
が
、
一

進
一
退
を
続
け
て
い
る
も
の
の
、
政
府

は
７
月
に
開
催
さ
れ
る
主
席
交
渉
官
会

合
に
向
け
協
議
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る

と
し
て
お
り
、
な
お
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

農
業
改
革
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
は
、
引

　

６
月
27
日
に
『
第
16
回
通
常
総
代
会
』
を
能
代
市
文
化
会
館
中

ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
平
成
25
年
度
事
業
報
告
や
定
款
の一
部
変
更
、

役
員
の
改
選
な
ど
全
５
議
案
の
ほ
か
、
付
帯
決
議
を
協
議
し
、
そ
れ

ぞ
れ
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
16
回  

通
常
総
代
会
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通
常
総
代
会
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16
回  

通
常
総
代
会

変
化
す
る
農
業
情
勢
に
対
応
し
、

地
域
農
業
の
振
興
に
力
を
尽
く
す
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